（１ページ）
おじそうさんのひみつ



（２ページ）
夏休みも終わりに近づいたころ、盆太とまつりの住んでいる街にも地蔵盆の季節がやってきました。
今日は街のみんなが集まって地蔵盆の準備をする日です。
盆太とまつりも、お母さんに頼まれて準備のお手伝いにやって来ました。








（３ページ）
準備の場所につくと、近所に住むおばあさんが二人に近づいて、こういいました。
近所のおばあちゃん：２人とも暑い中よう来てくれはったなあ。早速お願いなんやけど、裏山からお地蔵さんを取ってきてくれへん？
まつり：え！！お地蔵さんを持ってくるの！？何それ楽しそう♪
まつりは普段できないお手伝いにワクワクしています。
一方盆太はあまり乗り気ではないようです。
盆太：あーあこんな暑い中お地蔵さん取りに行くなんて…それなら家でゲームしたかったなぁ。そもそも地蔵盆ってなんなんだよーよくわかんないや、、お手伝いめんどくさいなぁ　。

と心の中でつぶやきました。
近所のおばあちゃん：じゃあお地蔵さんを頼んだよ！気を付けていってらっしゃいー！
まつり：はーい！(はきはき、ワクワクした感じで)
盆太：はーい(やる気がない感じで)
（４ページ）
二人は裏山にあるお地蔵さんのもとへ向かいました。
まつり：お兄ちゃん～スマホなんか見てないで早く行こうよぉ～！！お地蔵さん待ってるよ～？
盆太：ちょっと～！今ゲームしてるんだから引っ張らんといて！ゆっくりで大丈夫やってー
まつり：あーーお兄ちゃんそんなこと言ってたら近所のおばあちゃんに怒られるんだからねーー
盆太：わかったよ…(ちょっと不服そうな感じで)
そういって盆太はスマホをポケットにしまいました。





（５ページ）
しばらくして、二人はお地蔵さんがいるおやしろに着きました。
盆太：はぁはぁ、暑いし疲れたぁ(ぶつぶつ)
まつり：あ！お地蔵さんだぁ～！優しいお顔だね。お兄ちゃん持って持って！！
盆太：はぁ、仕方ないなぁ、、、。
盆太はお地蔵さんを持とうと手を差し出しました。と、その瞬間…！






（６ページ）
まぶしい光が盆太とまつりを包みました。
盆太、まつり：うわあーーーーー！！！！！
あまりのまぶしさに二人は思わず目をつぶりました。









（７ページ）
しばらくして光が無くなり、おそるおそる目を開けると、二人の目の前には大きな川が広がっていました。どうやら、お地蔵さんを触ろうとして別の世界に迷い込んでしまったようです。
まつり：お兄ちゃん、ここはどこ、？
盆太：どこだろう…僕も分かんないよ…　なんで川が目の前にあるんだろう、。さっきまで山のなかにいたのに、どういうこと？！
まつり：そういえばお地蔵さんもいなくなっちゃったよ…！お兄ちゃん、お地蔵さん探さなきゃ！！
ここがどこかわからない二人は少し不安な気持ちになりました。その時、盆太はポケットに入っているスマホがなっていることに気が付きました。
盆太：そうだ！僕スマホ持ってたんだった！とりあえずこれでお母さんに電話したら助けを呼べるぞ！
盆太はスマホを取り出そうとポケットに手を入れました。すると、、、

（８ページ）
盆太のスマホがポケットから飛び出してきました。
トム：やっと気づいてくれたか～遅いよ盆太くん！おいらずっと音ならしてたのにさ！おっと、自己紹介を忘れるとことだったよ。おいらトムっていうんだ。君たち二人を助けるために来たのさ！
盆太、まつり：うわっ！スマホがしゃべった。
トム：そんなに驚かなくてもいいじゃん～。ほら早速だけどあっちを見てごらん。








（９ページ）
トムが登場したことにびっくりした二人でしたが、トムが指をさした方向を見ました。するとそっちには子どもたちがいました。子どもたちは河原の石を積んで遊んでいるようです。
まつり：え、楽しそう！私も石積みしたい～お兄ちゃん、あの子たちと一緒に遊んできてもいい？
盆太：えーやめときなよ、まずここがどこかも分からないし、。
まつり：でも楽しそうじゃん！！行ってくるねー
そういって、まつりは子どもたちの方へ駆け出していきました。







（10ページ）
盆太：あーもう全然話聞いてないやん…！元の世界に戻る方法も分かんないし、、あー裏山にお地蔵さんなんか取りに行かなきゃよかったのに！
そうだ！トムは僕たちを助けることが仕事だって言ったよね、早く助けてよ！！
トム：もちろん、助けるよ！！でもその前にせっかくだから石積みしようよ！実はおいらもやりたくてうずうずしてたんだよね～終わったら絶対助けるからさ！ね？
盆太：えートムも！？もー、わかったよぉーしょうがないな、、、
盆太とトムもまつりの後を追って、石積みで遊ぶ子どもたちの方へ行きました。





（11ページ）
盆太とトムが子どもたちのところにつくと、まつりと子どもがおしゃべりをしているところでした。
まつり：私はまつりっていう名前だよーあなたの名前は？
こども：こうきっていうねん。
まつり：みんな石積み楽しそうだから私もまぜて～
こうき：いいよまつりちゃんも一緒にやろうよ
まつりはこうきと一緒に石を積み始めました。
盆太はその様子を見ながらふと不思議に思ったことがありました。
盆太：そういえばなんでここにいる子たちはみんな石を積んでるんだ？
トム：おっと、その説明を忘れてた。そいじゃあこの場所とこの子どもたちについて説明するからよく聞いててね。


（12ページ）
トム：ここは三途の川。お父さんやお母さんよりも先に死んでしまった子どもたちが集まるところなんだ。子どもたちは、天国に行くために石を積んでいるんだよ。
まつり：どれだけ高く積んだら天国に行けるのー？
トム：100個積んだら天国にいけるのさ。
盆太：100個！？無理だよそんな、、、
まつり：うーん、どれだけ高く積めるかなあ？
盆太：はあ、がんばってみっか、、
まつりと盆太は、こうきを天国に送るため、石積みを手伝いました。





（13ページ）
しばらく3人は石積みを頑張り、とうとう完成に近づいてきました。
まつり：やったー！もうすぐで１００個積みあがるよ！
９９個石が積みあがった頃、それに目をつけた鬼が、盆太達のもとやってきました。








（14ページ）
鬼：へっへっへー！蹴りがいのある石の塔だなぁ！さあよーいしょっと！！
バコーン、ドデーン！ガシャーン！
鬼は嬉しそうに石を崩してしまいました。








（15ページ）
まつり：あんなに頑張ったのに、、、またやり直しだ、、、
こうき：天国にいけないよ、、、えーん
頑張って石を積み上げた２人は泣いてしまいました。









（16ページ）
またまたスマホのトムが話し始めました。
トム：あちゃあ。鬼が来ちゃったね。実はこの鬼たちを追い払うのは地蔵菩薩の役目なんだ。ほら、盆太くんとまつりちゃんが裏山に取りに行ったでしょ？お地蔵さん。そのお地蔵さんが地蔵菩薩って呼ばれてるんだ。だけどお地蔵さんは今ここにはいないみたいだ。いたら本当は子どもたちの親に代わって守ってくれるはずなんだけど、、、
トム：地蔵盆をする地域が減ってしまったからお地蔵さんがどんどん減っちゃってるんだ。だから今鬼を払えるのは君しかいないよ盆太くん！
盆太：ええ！？俺が！できっこないよ！
トム：さあ！みんなのために盆太くんが子どもたちを守るんだ！




（17ページ）
鬼が再び3人の元へやって来ました。
まつり＆こうき：きゃあ！たすけて～！！！！
鬼：へっ！石を積んでもすぐ蹴ってやるよ～
まつり：お兄ちゃん！！このままだったらこうきくんはいつまでたっても天国に行けないよ！！この鬼をなんとかして！！
盆太：ま、まじか、、、、、、しょうがない！ええい！やってやるよ！
トム：盆太くん、おいらが調べたところによると、鬼はトゲトゲしたものが苦手らしいんだ。おいらが今からトゲトゲの棒に変身するから、おいらを持って鬼を追い払って！！！じゃあいくよ？！うーーん、変身！！




（18ページ）
トムはあっという間にトゲトゲの棒に変身しました。
盆太：よし、行くぞーー！！！！！
盆太はトムを片手に一気に駆け出しました。









（19ページ）
盆太：えい！ほら、あっちいけ！
鬼：うわ！！トゲトゲじゃん！なんでそんなもの持ってるの？！トゲトゲきらーーい、嫌だぁぁー！！
しょうがない、ここは見逃してやるぜ、！逃げろ〜〜！！
盆太はトムの力を借りて鬼を追い払うことができました。
盆太：よっしゃー！！鬼追い払ったぞー！！
トム：盆太くんやるじゃん〜盆太くんのおかげで石積みを続けられるね！こうきくんも天国へ行けるし、よかったよかった、、盆太くんがお地蔵さんの変わりになったんだよ！
まつり：お兄ちゃんすごいよ！



（20ページ）
3人は再び石積みを始めました。
そしてついに、石を１００個積み上げることに成功しました。
まつり：やったね！お兄ちゃんのおかげだよ！
こうき：ありがとう！これで僕も天国に行けるよ！
石を積んでいた子どもはそう言って、光となって空へ旅立っていきました。
こうき：空からみんなを見てるよ～！
まつり、盆太：元気でね〜！ばいばーい！




（21ページ）
まつり：あの子が天国に行けてよかったね！お兄ちゃん！
盆太：そうだなぁ。でもまさか僕が鬼を追い払えるなんて思ってなかった、、
それと、お地蔵さんは子どもたちを守る役割をしてくれてたんだってことがわかったよ。
トム：お！盆太くん大事なところに気づいてくれたんだね！まつりちゃんと盆太くんが裏山に取りに行ったあのお地蔵さんも、君たち子どもを守ってくれる大切なものなんだよ。そして今日は地蔵盆の日だよね？実は地蔵盆はお地蔵さんに感謝する日なんだ。お地蔵さんの大切さに気づけた今の2人なら地蔵盆を楽しむことができそうだね！！
さぁ、元の世界に戻ろうか！
トムがそういうとまつりと盆太は光につつまれました。


（22ページ）
二人は眠りから目を覚まし、現実世界に戻ってきました。
盆太：ふわぁ…. 　ん!？ここはどこだ！
まつり：見て！お兄ちゃん、これさっきのお地蔵さん！
盆太：あれ、俺さっき鬼を倒したんじゃなかったっけ
盆太：トム、ここはどこで、今何時なの！
しかし、トムが返事をすることはありません。
まつり：お兄ちゃんのスマホのトムはなんで喋らなくなっちゃったんだろう
私たち、こんなところで眠っちゃって、夢でも見ていたのかな…
まつり：まぁ何はともあれここにお地蔵さんもここにあるし、お腹すいたから帰ろー！
盆太：（ん、、あれは夢だったのか…!?）

（23ページ）
二人は重たいお地蔵さんを協力して運び、裏山を下っていきました。
盆太：そういえばあの夢でみた出来事はなんだったんだろう…
まつり：お兄ちゃん、鬼から守ってくれたときかっこよかったなぁ。
盆太：でも子供を守るっていうのは普段はお地蔵さんがやってくれてるんだ。そう考えるとこのお地蔵さんもかっこよく見えてくるな。
まつり：そうだね〜確かに結構顔もイケメンかも！
盆太：いやいや、そういうことじゃなくて…笑
盆太：でも地蔵盆って最初はなんのためにやるのか分からなかったけど、意外と大切なものだったんだね。




（24ページ）
二人が持って帰ってきたお地蔵さんは、こうして街へと無事届けられました。
まつり・盆太：ただいま〜
おばあ：あら、おかえり〜、気のせいかもしれないけど二人ともいきいきしているね。問題なく、持って帰って来れたかい？
まつり：いや、実は変な川のところに鬼がいt…..
盆太：ううん！！！なんにもなく無事に持って帰って来れた！！
おばあ：そうかい、それはよかった。これで来週の地蔵盆も二人のおかげで開催できる！本当にありがとうね。




（25ページ）
こうして今年も無事、盆太とまつりの住む街では地蔵盆を開催することが出来ました。
地蔵盆は子供たちの健やかな健康を祈り、お地蔵に感謝する日です。今日は沢山お地蔵さんに感謝して、楽しんでくださいね💕︎
┈┈┈┈┈┈┈┈┈おしまい┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

